
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本プログラムは、「下水道施設の耐震対策指針と解説 1997 年版（日本下水道協会）」および「下水道施設耐震
計算例 管路施設編 2001 年版（日本下水道協会）」をもとに『ボックスカルバート(ＰＣ、ＲＣ、現場打ち)の
耐震計算（横方向、縦方向）』を行い、報告書タイプの計算結果を出力します。 

本プログラムは、神戸大学 高田至郎教授の研究室との共同開発により作成されたプログラムによるものです。

   

 

 

・形状寸法は任意の寸法を入力可能。また、製品名称および呼び寸法を指定することにより設定可能。 

・部材条件は、ＰＣ鋼材、コンクリート、鉄筋の材料諸元を指定可能。また、躯体断面諸元および配筋スケジュールの指定も可能。 

・ＰＣの場合には、ＰＣ鋼材諸元値、ＰＣ鋼材導入力が可能。 

・ＰＣおよびＲＣの場合には、ＰＣ鋼材の配置位置の指定、連結構造の許容伸縮変異量、許容目地空き量の指定が可能。また、継ぎ手間隔および連結スケジュールの 

入力が可能。 

・現場打ちボックスの計算では、断面力照査時の断面形状について中空矩形断面、Ｔ形断面、Ｉ形断面に対応。 

 縦方向の計算 

・形状寸法は任意の寸法を入力可能。また、製品名称および呼び寸法を指定することにより設定可能。 

・部材条件は、ＰＣ鋼材、コンクリート、鉄筋の材料諸元を指定可能。また、配筋スケジュール（頂版・底版、左右側壁）の指定も可能。 

・活荷重条件では、鉛直荷重（輪荷重、衝撃係数、後輪の断面力の低減係数、頂版上面の載荷重）、水平荷重（載荷重、静止土圧係数）の設定が可能。 

・変位振幅荷重の分割数を任意に設定し計算を行うことが可能。 

・ＰＣの場合には、プレストレスの計算方法を[摩擦による減少を行う][セット量による減少を行う][コンクリートの弾性変形による減少を行う]の 

３タイプにより指定することも可能。 

   

 

 横方向の計算 

・レベル１地震動に対しては許容応力度法により､レベル２地震動では限界状態設計法に
より照査。 

・レベル１地震動の許容応力度法により照査を行う場合､許容応力度の地震時割増係数
およびヤング係数比ｎを設定することが可能。 

・レベル２地震動の限界状態設計法により照査を行う場合､材料係数γC･γS､部材係数 
γｂ･γｂC･γｂS、構造物係数γｉを設定することが可能。 

・レベル１地震動の設計応答速度Ｓｖを算出する時の地域を｢日本道路協会｣･｢日本下水道
事業団｣の２基準より選択可能。 

・固有周期ＴＳを算出する時の地盤の特性値ＴＧに乗じる係数を地震動毎(レベル１･レベ
ル２)に設定可能。 

・設計応答速度Ｓｖを、地震動毎(レベル１･レベル２)の両対数グラフとは別に直接設定
することが可能。 

・せん断弾性波速度ＶＳをＮ値より算出する時の算定式を｢日本道路協会｣･｢日本水道協
会｣の２基準より選択可能。又、実測値によるせん断弾性波速度ＶＳを設定することも
可能。 

・地盤反力係数の推定に用いる係数αを｢平板載荷試験｣･｢孔内水平載荷試験｣･｢一軸･三
軸圧縮試験｣･｢標準貫入試験(Ｎ値)｣の４タイプの推定方法より選択可能。 

・地盤反力係数の推定に用いる係数αを｢日本道路協会｣･｢日本下水道事業団｣の２基準よ
り選択可能。また、直接設定することが可能。 

・レベル１地震動でのせん断力の照査を行う場合､｢平均せん断応力度｣･｢最大せん断応力
度｣の２タイプより選択可能。 

 

 設 計 条 件 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 結果一覧 

 

  

 

・計算で使用するコンクリート材料、鉄筋材料、ＰＣ鋼材および躯体の諸元 

データは、「ボックスカルバートの諸元設定」により追加・変更・削除の編集が可能。

・ボックスカルバートの諸元データのみを諸元データファイルとして保存することが

可能。 

  

 

 

 

 暗きょの諸元設定 

 

 

 
 

 

 

  

 


